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電気二重層トランジスタ（EDLT） は，イオン液体や電解液といったイオンを含む液体をゲ

ート材料として用いた一種の電界効果トラジスタ（FET） である．ゲート電圧を印加した際に

試料表面に形成される電気二重層によって発生する巨大な電界により，従来の固体ゲート絶縁

膜を用いた FET に比べ 1-2 桁大きい 10
14

 cm
-2以上のキャリア密度を持つ 2 次元電子系を静

電的に誘起できる．このため，単なる電気伝導性の制御だけでなく，対象物質の電子相そのも

のの変換・制御が可能となる．電界誘起超伝導は，EDLT によってはじめて実現された顕著な

現象の一つである．EDLTによる電界誘起電子系の特徴は， (i)高い結晶性を持った乱れの少な

い究極の 2次元系であること，および(ii)電場や表面伝導層の電子閉じ込めによって空間反転対

称性が破れ電子に強いスピン軌道相互作用（SOI）が働くことである．一方 EDLT では，静電

的キャリア制御の範囲を超えた温度・ゲート電圧の条件下で起こる(iii)試料とゲート材料との間

の電気化学反応（エッチング，酸化還元反応等）も見逃せない．これを利用することによって，

電界誘起を越えたより広範な物性制御も可能となる． 

近年，我々のグループでは，上記(i) - (iii)の特徴を生かすことにより，SrTiO3 [1]，ZrNCl [2]，

MoS2 [3]，FeSe [4]といった様々な物質を用いた EDLTにおいて， 

(i) 面直磁場中での渦糸の揺らぎ運動によっておこる２次元量子金属状態 

(ii) SOIによるパウリ極限の増強効果に起因した巨大な面内上部臨界磁場 

(iii) エッチングと電界効果の組み合わせによる FeSe原子層膜の 40 Kを超える高 Tc化 

といったバルクや従来の薄膜では観測例があまりない新奇な 2次元超伝導物性を見出してきた．

これらの現象を中心とした電場誘起超伝導の特徴と最近の話題について紹介したい． 
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